
埼玉西部消防組合のあゆみ

平成25年

4月 1日

通信指令センターに高機能消防指令システム（Ⅲ型）を導入し運用を開始

12月19日

11月24日

平成26年

2月 4日

2月15日

2月18日

2月23日

4月 1日

7月 1日

11月28日

平成27年

2月 6日

2月10日

3月10日

3月15日

4月 1日

5月23日 全国消防長会理事に消防局長が就任

9月12日 「平成27年9月関東・東北豪雨」による茨城県内への災害に対し、緊急消防援助隊

～17日 として延べ2隊10名を派遣した。

に更新

飯能日高消防署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅱ）を水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ）

埼玉西部消防組合発足

埼玉西部消防局高度救助隊発隊

山口分署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）を圧縮空気泡消火装置付消防ポンプ自動車

（ＣＤ－Ⅰ）に更新

山口分署の水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ）を更新

埼玉西部消防組合初代消防長に藤宮直樹就任

飯能日高消防署の積載車(トラック2ｔ)を更新

飯能日高消防署の救助工作車(Ⅱ型)を更新

稲荷分署の水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ）を更新

埼玉県消防長会副会長並びに埼玉県第2ブロック消防長会会長に藤宮消防局長就任

平成27年度から平成36年度までを計画期間とする「第1次埼玉西部消防組合総合計画」

を施行

富岡分署の高規格救急自動車（救急富岡1）を更新

藤沢分署の水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ）を圧縮空気泡消火装置付・水槽付消防

ポンプ自動車(水Ⅰ)に更新

名栗分署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）を圧縮空気泡消火装置付消防ポンプ自動車

（ＣＤ－Ⅰ）に更新

富士見分署の高規格救急自動車（救急富士見1）を更新

埼玉西部消防局山岳救助隊を発隊

山口分署（救急山口1）、狭山消防署（救急狭山2）及び飯能日高消防署

（救急飯能2）の高規格救急自動車を更新

組織機構を課制から部制に改編し、消防局を2部9課、消防署を5署14分署体制とした。

飯能日高消防署の特別救助隊員を中心に隊長・副隊長・隊員の30名を選抜し、

に更新

狭山消防署のはしご付消防自動車（38ｍ級）を屈折はしご付消防自動車（20ｍ級）

消防救急デジタル無線用鉄塔完成（所沢市けやき台一丁目8番地の12）

所沢中央消防署の水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ）を更新

狭山消防署の水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ）を更新

消防救急デジタル無線基地局機器整備完了



平成28年

1月14日 三ケ島分署の高規格救急自動車（救急三ケ島1）を更新

日高分署の高規格救急自動車（救急日高1）を更新

1月27日 入間消防署のはしご付消防自動車（38ｍ級）を更新

2月15日 入間消防署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅱ）を圧縮空気泡消火装置付消防ポンプ

自動車（ＣＤ－Ⅰ）に更新

飯能日高消防署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）を圧縮空気泡消火装置付消防

ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）に更新

2月18日 入間消防署の化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を更新

3月15日 消防救急デジタル無線運用開始

4月 1日 埼玉西部消防組合第2代消防長に荒幡憲作就任

7月 1日 埼玉西部消防局版救急受診ガイド運用開始

平成29年

1月31日 所沢東消防署の高規格救急自動車（救急所沢東2）を更新

西武分署の高規格救急自動車（救急西武1）を更新

稲荷分署の高規格救急自動車（救急稲荷1）を更新

2月 9日 狭山消防署の指揮車を支援車（Ⅳ型）に更新

2月20日 狭山消防署の消防ポンプ自動車(ＣＤ－Ⅰ)を圧縮空気泡消火装置付消防ポンプ自

動車(ＣＤ－Ⅰ)に更新

高萩分署の消防ポンプ自動車(ＣＤ－Ⅰ)を圧縮空気泡消火装置付消防ポンプ自動

車(ＣＤ－Ⅰ)に更新

吾野分署の消防ポンプ自動車(ＣＤ－Ⅰ)を圧縮空気泡消火装置付消防ポンプ自動

車(ＣＤ－Ⅰ)に更新

2月21日 救助活動拠点施設として飯能日高消防署に飛行場外離着陸場を整備

2月22日 三ヶ島分署の消防ポンプ自動車(ＣＤ－Ⅰ)を更新

3月 6日 飯能日高消防署稲荷分署の建替工事が完了し、業務を開始

3月 9日 救助活動拠点施設として飯能日高消防署に自家給油施設を整備

3月14日 飯能日高消防署の小型動力ポンプ付水槽車を更新

4月 1日 違反対象物の公表制度運用開始

11月30日 所沢中央消防署に消防組合消防・防災資器材倉庫を建設

平成30年

1月17日 柳瀬分署の高規格救急自動車（救急柳瀬1）を更新

広瀬分署の高規格救急自動車（救急広瀬1）を更新

入間消防署の高規格救急自動車（救急入間2）を更新

2月19日 富士見分署の消防ポンプ自動車(ＣＤ－Ⅰ)を更新

藤沢分署の消防ポンプ自動車(ＣＤ－Ⅰ)を配備

西武分署の消防ポンプ自動車(ＣＤ－Ⅰ)を更新

3月27日 総務省消防庁より拠点機能形成車が埼玉西部消防局に無償貸与され、飯能日高

消防署に配備

4月 1日 消防局の内部組織を改編し、企画総務部に「契約会計課」を設置

9月25日 奥富喜平氏から寄贈の高規格救急自動車（救急狭山1）を狭山消防署に配備



平成31年

1月18日 所沢中央消防署の高規格救急自動車（救急所沢中央1）を更新

水野分署の高規格救急自動車（救急水野1）を更新

名栗分署の高規格救急自動車（救急名栗1）を更新

2月20日 入間消防署の耐震性を有していないＡ棟を解体し、防災拠点として適正整備

2月27日 吾野分署に積載車(吾野積載1）を配備

2月28日 所沢中央消防署の指揮車（所沢中央指揮1）を更新

所沢東消防署の指揮車（所沢東指揮1）を更新

3月 1日 狭山消防署の救助工作車（狭山救助1）を更新

4月 1日 埼玉西部消防組合第3代消防長に森田浩之就任

令和元年

12月23日 所沢東消防署の水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ）を更新

令和２年

1月20日 狭山消防署の支援車（Ⅲ型）（埼玉西部支援1）を更新

1月29日 所沢中央消防署の高規格救急自動車（救急所沢中央2）を更新

飯能日高消防署の高規格救急自動車（救急飯能1）を更新

2月28日 柳瀬分署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ)を更新

広瀬分署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ)を更新

3月15日

3月16日

8月 6日 狭山消防署の連絡車（狭山連絡1）を更新

8月 7日 藤沢分署の連絡車（藤沢連絡1）を更新

10月15日 所沢中央消防署のはしご付消防自動車（30ｍ級）を更新

10月22日

12月28日 水野分署の水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ）を更新

令和３年

1月20日 所沢東消防署の高規格救急自動車（救急所沢東1）を更新

藤沢分署の高規格救急自動車（救急藤沢1）を更新

高萩分署の高規格救急自動車（救急高萩1）を更新

4月 1日 予防業務の執行体制の改編に伴い、各消防署の予防指導課を廃止し、予防課

に課内室（狭山室、入間室、飯能日高室）を設置

5月 1日 埼玉西部地域消防指令事務協議会を設置（埼玉西部消防組合、坂戸・鶴ヶ島消防組合、

比企広域市町村圏組合及び西入間広域消防組合）

令和４年

1月24日 山口分署の高規格救急自動車（救急山口1）を更新

狭山消防署の高規格救急自動車（救急狭山2）を更新

飯能日高消防署の高規格救急自動車（救急飯能1）を更新

2月12日 広瀬分署の水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ）を更新

3月 1日 富岡分署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ)を更新

3月11日 飯能日高消防署のはしご付消防自動車（30ｍ級）を更新

7月12日 柳瀬分署の連絡車(柳瀬連絡1)及び飯能日高消防署の連絡車(飯能連絡1)を更新

7月14日 消防局契約会計課の連絡車(契約連絡1)を更新

通信指令センターの高機能消防指令システム（Ⅲ型）を一部更新

入間消防署の起震車を防災体験車に更新

埼玉西部消防組合第4代消防長に岸文隆就任

飯能日高消防署消防訓練センターを改修し、施設の長寿命化及び機能を強化



令和５年

1月25日 所沢中央消防署の高規格救急自動車（救急所沢1）を更新

富岡分署の高規格救急自動車（救急富岡1）を更新

吾野分署の高規格救急自動車（救急吾野1）を更新

2月21日 入間消防署の指揮車（入間指揮1）を更新

2月22日 水野分署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ)を更新

3月20日 飯能日高消防署4階を改修し、（仮称）消防共同指令センターを整備

5月18日 入間消防署の救助工作車（入間救助1）を更新

令和６年

2月19日 入間消防署に防災訓練車を整備

2月22日 所沢東消防署の消防ポンプ自動車（ＣＤ-Ⅰ）を更新

3月 6日 三ケ島分署の高規格救急自動車（救急三ケ島1）を更新

富士見分署の高規格救急自動車（救急富士見1）を更新

入間消防署の高規格救急自動車（救急入間１）を更新

3月14日 三ケ島分署に水難救助対応車を整備

3月16日 埼玉西部地域消防指令センター開所式を挙行（飯能日高消防署屋内訓練場）

3月15日 富岡分署に救援車を整備

3月26日 柳瀬分署の化学消防ポンプ自動車（Ⅰ型）を更新

4月 1日 埼玉西部消防組合第5代消防長に石井英夫就任

4月 1日 埼玉西部地域消防指令センターの運用を開始

埼玉西部消防局、坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部、比企広域消防本部及び西入間広域

消防組合消防本部の4消防（局）本部が管轄する8市8町1村の通信指令業務を飯能日高

消防署内に設置した「埼玉西部地域消防指令センター」において共同運用を開始

4月15日 無人航空機（ドローン）の運用を開始


